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令和５年度スローガン 

みんなで目指す顧客感動経営 
「顧客感動(ＣＤ)」から 

「顧客ロイヤルティ(ＣＬ)」への挑戦 

～和賀組さんで良かったと言われよう～ 

 

株式会社和賀組 代表取締役 和賀幸雄 

左の表は 8年前に観光庁が観光による交流人口の増加が及ぼ
す地域の経済効果について発表したものです。人口減少 1人当たり
125万円の消費を埋め合わせるためには、年間で日本人宿泊旅行
者 25人分、もしくは日本人日帰り旅行者 80人分の誘致が必要
になりますが、訪日客なら 8人で定住人口 1人の減少分を埋めら
れる計算になります。つまり地方にとって人口減少で減った分の消費
額を埋め合わせるためには、日本人旅行者を大量に呼び込むより
は、数人の訪日外国人観光客を呼び込めばよいという話になります。 

2020年の湯沢市の人口は約 4.2万人でしたので、年間消費額の 125万円を掛けると 525億円だったということにな
ります。2040年の湯沢市の目標と社人研の予測の中間値が約 3万人ですので 375億円ですから、20年間で年間
150億円の消費額が減少することになります。首都圏と地方では差がありますのでここまでの減少は無いと思いますが月に
10億円近い消費の減少にはなるのではないでしょうか。20年間で人口が 1.2万人減少する分を外国人旅行者に使って
もらおうとすると、年間 9.6万人（8,000人/月、266人/日）に来てもらう必要がありますし、国内宿泊旅行者だと 30
万人（25,000人/月、833人/日）以上の人に来てもらう必要があるということになります。 

外国人リピーターの中には東京・京都・大阪・富士山の次にある、「もっとディープな日本」を求め「大都市から地方」あるい
は「モノからコト」を望むトレンド変化が起こっており、今後は地方に多くの訪日外国人観光客が流れてくると予測されていま
す。インバウンド誘致が地方創生の鍵になりうるといわれる理由はこうした点にあり、地方活性化・住民減対策にもつながると
して、全国の自治体が取り組んでいますが東北・特に秋田県への外国人観光客は全国最低となっています。 

７月 12日から 15日まで、湯沢市長・観光物産協会と一緒に台湾に行って参りました。台北で開催された「夏季旅展」
での PR がメインでした。来月号で台湾訪問の内容をダイジェストで報告したいと思いますが、今回の訪問は先々で熱烈な歓
迎を受けました。11月にはタイガーエアーが秋田-台湾便を週 2便就航するとの発表もあり今後の展開が楽しみです。 

知事との意見交換会 東北中央自動車道フォーラム 職業体験フェスタ 
7/7羽後
町盆踊り
会館におい
て地元建
設業の「若

手従業員」「女性技術者」「若手経営者」が集
い「地域を守る建設業～女性や若手の定着
事例から考える担い手確保～」をテーマに意見
交換をしました。私が進行役で当社からは建築
部の菅原君が参加しました。人材確保・女性
活躍・外国人技能実習生・奨学金代理返還
など幅広く意見交換ができました。 

7/2８湯沢グランドホテルに於いて「東北中
央自動車道新庄湯沢間建設促進フォーラ
ム」が、昨年に引き続きネット配信とのハイ
ブリッドで開催されました。３年後には横堀
道路と新庄金山道路も完成の予定で、山
形が一気に近くなります。 

今年も建設業体験フェスタが
湯沢翔北高校雄勝校で開
催されました。二日間で小型
車両系建設の資格を取得、
水曜日は成瀬ダムや当社で
施工中の秋田クボタさんの現

場を見学してもらいました。体験工種は型枠・鉄
筋・左官・塗装・
防水に加え、今
年は初めて電気
工事の体験をし
て頂きました。 
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